
 

議
会
報
告 

１ 

一
般
質
問 

１ 

長
尾
幼
稚
園
新
築
計
画
に
つ
い
て 

Ｑ
こ
れ
ま
で
の
計
画
の
経
緯 

Ａ
１
９
６
３
年
建
築
で
施
設
の
安
全
確
保

が
必
要
、
ま
た
２
０
０
４
年
設
置
の
仮
設
園

舎
解
消
の
た
め
、
建
て
替
え
計
画
の
検
討
が

始
ま
っ
た
。
現
地
は
狭
く
、
工
事
中
の
安
全

確
保
・
教
育
環
境
の
確
保
が
困
難
で
、
仮
設

園
舎
の
費
用
も
増
。
広
く
、
日
照
・
景
観
に

優
れ
た
予
定
地
移
転
を
２
０
０
７
年
決
定 

Ｑ
説
明
会
で
は
住
民
の
質
問
や
意
見
が
出

た
。
そ
の
概
要
と
市
の
回
答
は 

Ａ
３
回
の
説
明
会
で
は
、
幹
線
道
路
に
面
し

た
園
の
進
入
路
が
、
傾
斜
の
あ
る
カ
ー
ブ
に

あ
り
、
安
全
対
策
（
特
に
車
両
の
出
入
り
・

路
駐
・
歩
道
を
走
る
自
転
車
等
）
を
問
わ
れ

た
。
そ
の
答
え
に
、
出
入
り
口
の
歩
車
分
離

や
交
通
安
全
の
啓
発
の
徹
底
を
あ
げ
た
。
４

回
目
の
会
で
は
、
渋
滞
問
題
や
発
生
事
故
を

問
わ
れ
た
の
で
、
道
路
部
局
で
信
号
・
交
差

点
の
改
良
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
や
警
察

の
調
査
を
答
え
た 

Ｑ
市
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か 

Ａ
３
月
議
会
で
工
事
請
負
契
約
締
結
を
議

決
後
、
２
０
１
４
年
１
月
に
移
転
し
、
卒
園

式
は
新
園
舎
で
行
い
た
い 

 

現
園
舎
は
市
内
随
一
の
狭
さ
。
保
健
室

や
園
長
室
も
あ
り
ま
せ
ん
。
年
長
さ
ん
は
、

プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
園
舎
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、
劣
悪
な
教
育
環
境
だ
け
で
は
な
く
、
安

全
性
の
面
で
も
早
急
な
建
て
替
え
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
園
を
移
転
す
る
と
長
尾
小
学

校
の
校
庭
に
「
ゆ
と
り
」
が
出
来
ま
す
。
今

後
、
狭
小
な
長
尾
小
学
校
体
育
館
の
建
て
替

え
も
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
経
緯
か
ら
も
議
会
は
園
舎
の
新
築
予
算

を
承
認
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
現
状
で
は
次
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
ま
す
。 

①
一
昨
年
９
月
議
会
で
市
教
委
は
「
住
民

に
は
説
明
済
み
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
し
か

し
山
手
台
地
区
の
住
民
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
工
事
直
前
の
４
月
ま
で
、
何
も
説
明
は
有

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
幼
稚
園
に
校
区
は
な
い

と
言
い
な
が
ら
、
市
教
委
は
矛
盾
し
て
い
ま

す
。 ②

山
手
台
自
治
会
の
90
％
が
危
険
と
反

対
署
名
し
て
い
る
状
況
で
、
住
民
と
の
合
意

形
成
が
な
い
ま
ま
、
建
設
に
着
工
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討

し
た
上
で
、
最
も
安
全
な
方
策
を
共
に
考
え

る
こ
と
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
熱
心
な
市
民

た
ち
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
べ
き
で
す
。 

 

道
路
政
策
上
、
安
全
と
は
言
い
難
い
場

所
に
出
入
り
口
が
あ
り
、

近
年
敷
地
に
入
る
車
に
自

転
車
が
突
っ
込
む
と
い
う

事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
車

の
交
通
量
調
査
を
分
析
す

る
と
、
登
園
時
間
は
ラ
ッ

シ
ュ
を
過
ぎ
る
の
で
渋
滞

は
な
く
な
り
ま
す
が
、
逆

に
ス
ピ
ー
ド
が
出
ま
す
。

自
動
車
の
追
突
や
自
転
車
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☆月～金 10:00～15:00
但し、不在のこともご
ざいますので、お電話
をしていただいてから
お越しください。 

☆事務所のコピー機・印
刷機（新機種入りまし
た）ご利用ください。
（有料） 

☆事務所をグループ・サ
ークル等の活動にご利
用ください。（無料） 
《使用日時は電話でお
問い合わせください。》 

☆事務所に教育・平和・
食の安全等の本があり
ます。お気軽にご覧く
ださい。 

 

年
末
の
総

選
挙
の
結
果

今年も皆さんとともに歩みます！ 

に
愕
然
と
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
戦
争
地
域
に
赴

き
、
殺
し
殺
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が

現
実
と
し
て
目
前
に
迫
っ
て
き
た

か
ら
で
す
。
今
回
の
選
挙
の
隠
れ
た

大
き
な
争
点
は
、
「
リ
ベ
ラ
ル
な
社

会
の
存
続
」
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
多
額
の
債
務
・
中
途

半
端
な
社
会
保
障
が
目
の
前
の
心

配
ご
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
も
空

気
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
平
和
が

あ
っ
て
こ
そ
。
平
和
な
く
し
て
は
、

将
来
そ
の
も
の
が
消
滅
し
て
し
ま

い
ま
す
。 

 

「
力
不
足
」
と
い
う

自
分
へ
の
猛
省
と
と

も
に
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
を
お

誓
い
し
ま
す
。 

「かまどの神様」清荒神に

ちなんだ、宝塚ブランドの

「火男（ひょっとこ）」煎餅 

誰もが幸せと言える社会をめざし、



の
事
故
が
多
々
あ
る
場
所
は
、
果
た
し
て
良

い
教
育
環
境
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
困
難

で
も
、
出
入
り
口
・
駐
車
場
の
場
所
は
再
検

討
す
べ
き
で
す
。 

 

子
育
て
支
援
の
観
点
で
言
う
と
、
１
日

平
均
３
人
前
後
の
預
か
り
保
育
で
は
保
育

所
待
機
児
童
の
解
消
に
は
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。
認
定
こ
ど
も
園
の
計
画
が
消
え
た
一
つ

の
要
因
も
「
自
動
車
で
の
送
迎
が
困
難
」
で

し
た
。 

 

も
う
一
つ
の
考
え
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
、

ど
ん
な
ま
ち
を
つ
く
る
か
で
す
。
宝
塚
の
開

発
地
が
高
齢
化
し
て
い
く
理
由
の
一
つ
は
、

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
で
は
な
い
か
ら
で

す
。
道
路
拡
幅
や
新
ル
ー
ト
開
設
が
見
込
め

な
い
な
ら
、
良
い
生
活
環
境
を
願
う
な
ら
、

自
動
車
を
使
わ
な
い
、
ま
ち
の
中
で
用
が
足

り
る
自
己
完
結
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

す
べ
き
で
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
も
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
―
バ
ス
路
線
の
一
本
化
（
中
山

台
線
と
宝
塚
山
手
台
線
）
も
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
開
発
の
進
捗
が
52
・
９
％

の
今
な
ら
、
阪
急
と
の
交
渉
も
可
能
で
す
。 

 

２ 

子
ど
も
委
員
会
に
つ
い
て 

Ｑ
子
ど
も
委
員
会
設
置
の
経
緯
は 

Ａ
子
ど
も
の
意
見
表
明
・
社
会
参
加
が
目
的

の
子
ど
も
議
会
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
を

よ
り
一
層
推
進
し
、
子
ど
も
の
意
見
を
市
政

に
反
映
す
る
た
め
、
子
ど
も
委
員
会
を
設
置 

Ｑ
今
年
度
の
子
ど
も
委
員
会
の
成
果
と
改

善
点
は 

Ａ
６
回
の
委
員
会
と
意
見
発
表
会
で
、
子
ど

も
た
ち
の
評
価
は
高
か
っ
た
。
子
ど
も
の
自

主
性
・
主
体
性
を
尊
重
し
て
、
達
成
感
を
持

っ
て
も
ら
っ
た
。
時
間
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

来
年
は
開
催
回
数
を
増
や
す
予
定 

Ｑ
子
ど
も
議
会
と
の
関
係
は 

Ａ
議
会
は
各
議
員
の
発
表
を
議
会
形
式
で

行
う
。
委
員
会
は
グ
ル
ー
プ
で
議
論
・
見
学

の
後
、
発
表
す
る
。
趣
旨
は
同
じ
だ
が
、
実

施
方
法
を
変
え
、
社
会
参
加
の
機
会
を
増
や

す Ｑ
今
後
は
ど
う
さ
れ
る
の
か 

Ａ
引
き
続
き
、
両
事
業
を
実
施
す
る 

 

の
び
の
び
と
し
た
意
見
交
換
を
意
図

し
、
外
部
の
傍
聴
を
断
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
閉
ざ
さ
れ
た
場
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

士
別
市･

青
森
市
の
よ
う
に
、
簡
単
な
議
事

録
や
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
HP
に
掲
載
す

れ
ば
、
今
後
の
大
人
の
意
識
改
革
や
子
ど
も

委
員
の
募
集
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
担
当
課

の
負
担
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
間
に
サ
ポ
ー

タ
ー
を
設
け
た
こ
と
で
軽
減
さ
れ
ま
し
た

が
、
事
務
量
は
増
え
る
は
ず
。
特
に
初
め
て

の
今
年
は
、
要
綱
に
基
づ
き
立
ち
上
げ
、
手

探
り
で
の
運
営
と
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
来
年
度
も
頑
張
る
と
言
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。 

 

子
ど
も
委
員
は
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
。
違
う
年
齢
層
の
意
見
を
ま
と
め
る
と

い
う
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
多
様
な

意
見
が
あ
る
か
ら
幅
広
く
物
事
を
考
え
ら

れ
る
と
気
づ
い
た
よ
う
で
す
。
「
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

物
事
を
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
」「
子
ど
も
の
自
分
た

ち
で
も
社
会
を
動
か
せ
る

実
感
に
感
動
し
た
。」
と
も
。 

こ
の
子
た
ち
が
、
明
日

の
宝
塚
を
考
え
る
。
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。 

 

２ 

主
な
議
案
・
請
願
・
陳
情
の

審
議 

・
平
成
23
年
度
宝
塚
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
→
認
定
反
大
誠
会 

・
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
並
び
に
職
員
給

与
等
の
３
つ
の
カ
ッ
ト
実
現
条
例
の
制
定

→
否
決
賛
大
誠
会 

…
議
員
定
数
は
同
規
模
都
市
で
最
少
、
議

員
・
特
別
職
報
酬
は
報
酬
審
の
答
申
ど
お
り
、

職
員
給
与
は
人
事
院
勧
告
に
準
拠
（
100
・

６
％
）
の
理
由
で
反
対
し
た 

・
宝
塚
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
→
全
員
一

致
可
決 

…
行
政
委
員
会
委
員
報
酬
調
査
専
門
委
員

の
報
告
を
受
け
、
年
間
の
勤
務
日
数
の
少
な

い
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
（
委
員
長
以
外
）

の
報
酬
を
日
額
支
給
に 

・
宝
塚
市
立
幼
稚
園
保
育
料
等
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
→
全
員
一

致
可
決 

…
来
年
度
か
ら
市
立
西
谷
幼
稚
園
で
３
歳

児
保
育
、
預
か
り
保
育
の
延
長
時
間
を
現
行

30
分
か
ら
最
長
１
時
間
30
分
に 

・
公
の
施
設
（
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿

荘
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定
→
可
決
反
共
産 

…
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
荘
を
、
来
年

度
か
ら
２
０
１
８
年
３
月
末
ま
で
（
社
福
）

晋
栄
福
祉
会
が
指
定
管
理
者
。
民
間
の
サ
ー

ビ
ス
力
に
期
待 

・
公
の
施
設
（
市
営
住
宅
）
の
指
定
管
理
者

の
指
定
→
否
決
賛
公
明
・
大
誠
会
・
大
河

内
・
藤
本 

長尾幼稚園建設予定地 

付近の道路状況 



…
来
年
度
か
ら
２
０
１
８
年
３
月
末
ま
で
、

（
株
）
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
指
定
管
理
。

高
齢
者
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
る
が
、

２
年
前
・
今
年
と
社
員
の
金
銭
着
服
横
領
事

件
が
あ
り
、
社
内
の
危
機
管
理
体
制
が
甘
く
、

公
金
収
納
業
務
に
不
適
切
と
判
断
し
た 

・
藤
本
誠
議
員
の
痴
漢
等
の
暴
力
行
為
に
対

す
る
謝
罪
と
議
員
辞
職
を
求
め
る
請
願
→

全
員
一
致
採
択 

…
県
の
迷
惑
防
止
条
例
違
反
で
罰
金
刑
確

定
後
、
被
害
者
が
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
中
に

藤
本
議
員
は
当
選
。
そ
の
間
、
尋
問
で
は
一

転
し
冤
罪
主
張 

・
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
法
（
新
シ
ス
テ

ム
）
」
を
実
施
し
な
い
よ
う
に
国
に
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願
→
全
員
一
致
趣
旨
採

択 ・
藤
本
誠
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職
勧
告
決

議
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て
→
全
員
一
致
可

決 …
懲
罰
に
よ
る
除
名
に
は
該
当
し
な
い
の

で
、
自
主
的
な
辞
職
を
勧
告
す
る
し
か
な
い 

・
村
上
議
員
が
関
与
し
た
私
文
書
偽
造
届
出

書
類
等
の
取
消
し
と
宝
塚
市
の
適
正
な
対

処
を
求
め
る
陳
情
→
結
論
を
得
ず 

…
決
定
的
な
証
拠
が
な
く
、
判
断
に
至
ら
ず 

    

                              

                              

          

                    

 東京都文京区 

①区議会地震等災害対策本部設置要綱 

②区議会地震等災害対策行動マニュアル 

③区議会での地震等災害時の運用訓練 

 災害対策本部設置後、議会独自で本部を設置することは珍しいので

伺ったが、区議会議員の中にも賛否両論あるようだ。しかし、被災地

では議員が個々に行政に訊ねるので、議長を本部長とした命令系統の

一本化で情報収集や行動が整理されることはよい。しかし、行政側本

部に議会代表者が入ることも考えられる。今後の検討課題だ。 

 神奈川県小田原市 

①防災ネットワークシステム 

 小田原市は、昨年 3 月に地域防災計画を見直した。100 人規模の宿

泊体験訓練や、3 カ所の帰宅困難者用避難所設定、海底の形状から想

定外だが、津波対策も民間 38 施設と協定締結している。正確な情報

収集・伝達のため避難所に６名の職員を配備。また市内 20 カ所の地

下埋設型耐震性貯水槽は、太い管路が水圧減で遮断弁が降り 100t タ

ンクとなる。災害用指定井戸も 841カ所ある。緊急交通路・輸送道路

の確保のため標示が各所にあった。また防災情報システムは職員とベ

ンチャー企業が共同でシステムを構築し、コストを抑えた。 

②災害時要援護者支援対策 

 昨年３月に支援マニュアル策定。これは、「公助」に特化したもの。

市は個人情報保護の壁に当りながらも、所在マップを作り、救急要請

カードの活用をめざしている。横浜市や三条市の「逆手挙げ方式」（名

乗り出た支援不要な人をリストから除く）も検討しているとのこと。 

③再生可能エネルギー事業化検討協議会 

環境面・経済波及効果・市民事業者の積極的参加・災害対策などの

複数の観点から。「太陽光発電屋根貸し事業」「市民参加型メガソーラ

ー事業」を 247事業者出資の株式会社で運営。２月から始動。 

文京区議会委員会室。ビル全体をグリー

ンと木材で統一 

小田原漆器の市章「梅」を配した、小田

原市議会梅型ドーム議場。寄木細工のペ

ーパーウェイトもあった 

文京シビックセンター（区役所・ホー

ル・展望室などから成る総合施設）から

見る東京スカイツリー 

危機管理 に関する調査特別委員会で 

行政視察に行きました 

ラ
ジ
オ
FM
宝
塚
で
は 

大
島
の
一
般
質
問
を
放
送 

２
月
12
日(

火) 

 

13
時
～
14
時 



  

早苗田の会 

 

＜会員募集中＞ 

俳句は人の心のエッセンス。 

月１回大島事務所で開催される

句会に、一緒に参加しませんか。 

ご連絡をお待ちしています！ 

十
一
月 

（
特
選
）
丹
精
の
ぶ
つ
か
り
合
え
る
菊
花
展  

峯
子 

 

◇ 

凛
と
し
て
君
子
の
如
し
大
菊
や 

 

惠
之
輔 

 

◇ 

厚
物
の
頭
の
整
然
と
人
迎
ふ 

 

綾
子 

十
二
月 

（
特
選
）
白
菊
や
利
休
の
遺
志
の
欠
け
灯
籠  

綾
子 

 

◇ 
竹
の
幹
〱
〱
と
ふ
れ
合
ひ
冬
深
む 

 

綾
子 

 

◇ 

柿
紅
葉
落
ち
て
ふ
か
ぶ
か
浄
土
な
り  

純
子 

 

ネッカー川とハイデルベルグ大学 
武庫川の河畔のマンションに引っ越してき

て丁度三年になる。 
 宝塚大劇場、音楽学校の向かい。レビューも
観劇できるし、温泉や花の道など、武庫川原も
散歩ができて環境も気に入っている。 

０
０
％
同
じ
考
え
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
全
権
委
譲
な
ん
て
あ

り
得
な
い
し
選
ん
で
終
わ
り
で

は
な
い
。
選
ん
だ
私
は
、
代
表

が
よ
り
素
晴
ら
し
い
活
動
を
す

る
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
変

な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
、
情
報
提

供
を
求
め
る
。
何
を
考
え
て
い

る
か
を
知
る
こ
と
は
、
選
ん
だ

私
の
当
然
の
権
利
だ
か
ら
／
所

属
す
る
サ
ー
ク
ル
や
会
社
は
退

会
も
で
き
る
が
、
市
や
国
と
は

「
行
政
」
と
し
て
１
日
た
り
と

も
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

解
ら
な
い
か
ら
棄
権
で
は
な

く
、
最
悪
な
状
況
を
回
避
す
る

た
め
に
選
挙
に
行
こ
う
！ 

私
は
市
議
の
使
命
は
、
①
行
政

や
市
民
（
議
員
）
か
ら
出
さ
れ

た
議
案
を
審
議
し
、
決
定
す
る 

②
政
策
提
案
す
る 

③
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
市
民
運

動
に
参
加
し
、
社
会
に
発
信
す

る 

④
市
民
の
相
談
を
受
け
、

対
処
す
る 

と
考
え
て
い
る
。

 
武庫川と宝塚・ネッカー川とハイデルベルグ 

 初めに戻って、現在の宝塚市庁舎建設の話。その十年
ほど前に、村野・森建設事務所に市庁舎の設計が依頼さ
れたそうである。その先生たちの構想は、戯曲「アルト
ハイデルベルグ」に由来していたと友人から聞かされ
て、なるほどと思った。丘の古城を庁舎として、武庫川
をネッカー川と見立てて、見下ろせば世界最古のハイデ
ルベルグ大学。代わってこちらには、女学生の憧れ宝塚
歌劇の音楽学校がある。 
  武庫川にハイデルベルグの夏かさね  ひろし 
 
ミュージカル「学生王子」 

 地方都市から出てきた王子（ハイデルベルグの学生）
と、ウイーン出身の可憐な娘との、戯曲「アルトハイデ
ルベルグ」は、ネッカー川にかかるカール橋や哲学の道、
ビアホールを舞台に繰り広げられる、身分の違う同士の
悲恋物語である。宝塚歌劇の演出家小池修一郎さんにこ
の企画を提案したら少しアレンジされて、ミュージカル
「学生王子」として何度も公演され好評だったと言う便
りが来た。 
  武庫川をはさんで夏のミュージカル  ひろし 

市民の力で継続！宝塚映画祭 

 大島淡紅子市会議員を訪ねて、少し高台にある宝塚市役所を訪ねたことがある。立
派な市庁舎で、ベランダから武庫川を見下ろして、二十年前に、西ドイツのハイデル
ベルグを訪ねた風景に似てるなと思った。そこでこの市役所を設計された、村野・森
建築設計事務所の先生の発想を友人からの又聞きであるが、披露してみたいと思う。 
  流れ来て終の棲家か武庫の夏  ひろし 
 
ネッカー川とハイデルベルグ城 
電通定年の一年前に、大阪高等学校（旧制）の先輩たちと、西ドイツ十日間の旅行

をした。高校でドイツ語を Prof.Schinzingerに習ったドイツの歌を歌う旅である。 
 ハイデルベルグ城からネッカー川を見下ろすと、ハイデルベルグ大学がある町並み
がある。ビアホール「赤牛亭」で、ドイツの国鉄合唱団と、長靴のビアカップで何度

武庫川と宝塚歌劇 

田代ひろし 

紅 き  

声 
 

 

 

の 

 

と 淡 

も乾杯しながらドイツの歌を一緒に合唱した。彼らから習った曲に、 
 Ich hab mein Herz in Heidelberg verloren. 
 私はハイデルベルグで恋を失った、という四分の二拍子マーチテ
ンポであるが、ちょっと憂愁を帯びた曲だ、日本でもレコードが出
ていた。この歌については、後日談があるが今回は省く。 
  武庫川にネッカー川の夏想う  ひろし 

特
に
④
は
奉
仕
と
捉
え
る
市
議

も
多
い
。
し
か
し
、
相
談
内
容

は
市
政
に
係
わ
る
も
の
が
多

く
、
議
員
は
行
政
と
市
民
と
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
得

る
。
国
会
議
員
と
違
い
法
律
（
条

例
）
を
作
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
い
地
方
議
員
は
、
こ
の
機
に

問
題
点
を
洗
い
出
し
、
市
民
に

と
っ
て
市
政
が
「
生
き
た
政
治
」

と
な
る
よ
う
、
質
問
や
交
渉
で

よ
り
良
い
回
答
を
引
き
出
す
。

だ
が
、
そ
れ
が
圧
力
と
な
り
見

返
り
を
求
め
れ
ば
、
議
員
活
動

で
は
な
く
な
る
の
だ
／
市
民
の

意
思
を
表
明
す
る
手
段
の
一
つ

が
「
選
挙
」。
政
治
に
限
ら
ず
「
選

挙
」
は
代
表
者
を
選
ぶ
だ
け
だ

か
ら
、
選
ん
だ
私
と
は
当
然
１

宝
塚
造
形
芸
大
教
授

だ
っ
た
嶋
本
先
生
が
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
破
壊

す
る
ビ
ル
を
探
し
て
お

ら
れ
、
伊
丹
の
元
こ
や
い

け
園
（
現
阪
神
北
広
域
こ

ど
も
急
病
セ
ン
タ
ー
）
で

の
ア
ー
ト
展
に
こ
ぎ
つ

け
た
こ
と
か
ら
お
付
き

合
い
が
始
ま
っ
た
。
西
宮

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
の

継
続
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
、
ク
レ
ー
ン
か
ら

宙
吊
り
で
原
爆
に
見
立

て
た
絵
の
具
入
り
の
瓶

を
投
げ
る
。
「
兵
庫
県
は

平
和
の
た
め
に
百
年
間

土
地
を
提
供
し
て
く
れ

る
」
と
仰
っ
て
い
た
。
具

体
美
術
協
会
創
立
メ
ン

バ
ー
の
嶋
本
先
生
は
、
指

導
者
・
吉
原
治
良
氏
の

「
誰
も
や
っ
て
い
な
い

こ
と
を
や
れ
」
と
の
教
え

の
通
り
、
大
砲
絵
画
や
メ

ー
ル
ア
ー
ト
、
障
害
者
ア

ー
ト
に
も
力
を
入
れ
、
世

界
の
４
大
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
も
選
ば
れ
た
。 

し
か
し
、
気
さ
く
な
人

柄
で
、
多
く
の
お
弟
子
さ

ん
（
美
女
が
多
い
!?
）

に
愛
さ
れ
、
ま
た
関
学
の

大
先
輩
で
も
あ
る
。 

あ
の
世
で
も
美
女
に

囲
ま
れ
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
！ 

合
掌
。 

前衛芸術家・嶋本昭三先生 

有難うございました！ 

 

杉山鮎水 選 
 


